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はしがき

"Writtenl801orl802・Ｔｈｉｓａｒｏｓｅｏｕｔｏｆｍｙｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｏｆｔheaffectingmusic

ofthesebirdshanginginthiswayintheLondonstreetsduringthefreshnessand
。”１）stillnessoftheSpringmornlng．

これはWilliamWordsworth（1770-1850）の詩Ｔ此ＲｃｚＭｅｏＬ/ＰｏｏｒＳ"sα〃につけられた１．Ｆ・

noteである。１．Ｆ.とは，Wordsworth晩年の最上の友であったMisslsabellaFenwick（1783-1856）

のことである。Wordsworthの詩の書かれた時期，動機，状況等を我々に与えてくれるこの１．Ｆ・

notesは，記述内容にやや不正確な点があるものの，Wordsworthの詩をより良く理解する上で貴重

なものである。後で詳述するが，WordsworthがMissFenwickに口述したこのnotesは1843年，

即ちWordsworthが73才の時に書かれた。このような高齢に達してから，しかもかなりの量の注釈を

残したということはWordsworthの驚異的な記憶力を示すものと言えろ。同時に，MissFenwick

のWordsworthに対する献身的な態度も注目に値する。そこで本稿では，２人の出会いからMiss

Fenwickの死までを概観し､お互いの存在意義を明らかにすることによってWordsworthの晩年の

生活の一端を探ってみたい。同時に，MissFenwickがどういう女性であったかを考察したい。

１．２人の出会い

MissFenwickは1783年にNorthumberlandのEdlinghamで生まれた。Wordsworthとの関係で

最も重要な事は，彼女がHenryTaylor(1800-1886）の継母と従姉妹同志であり，彼とは親しい間柄で

あったということである。英国植民省に所属していたTaylorは劇作家でもあり，ＩＳａａｃＣｏ７７ｍｅ""s等

３つの戯曲を残していろ。彼は1823年の秋に湖水地方を訪れた時，詩人RobertSoutheyに会って親交

を結んだ。同じ湖水地方に住むWordsworthとSoutheyはそれよりずつと以前から親交があった。

こういう関係からMissFenwickはTaylorを通じて，またSoutheyを通じてWordsworthと知り

合うことになるのである。

1795年Dorset州のRacedownLodgeで妹Dorothyとの生活を始めて以来，Wordsworthの周囲

には彼にとって重要な女性たち（femalecompanions）が存在した。その主な者として，妹Dorothy，

妻Mary，Ｍａｒｙの妹SaraHutchinson，娘Dora，そしてMissFenwickがいた。長い旅行に出か

ける時は，その内の誰かがWordsworthと同行することが多かった。1837年WordsworthはＭｒ.Ｈ・

CRobinsonと大陸旅行をした。６月４日旅先よりＤｏｒａ宛の手紙の中で，MissFenwickに同行し
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てほしかった旨を述べた後，“…Ｉｎｅｖｅｒｓｈａｌｌｇｏｆｒｏｍｈｏｍｅｆｏｒａｎｙｔｉｍeagain，withouta

femalecompanion・''2）と言っている。MissFenwickはWordsworthにとって理想的な‘female

companion'の１人だったのである。その後Wordsworthが1838年に博士の学位を受ける為にDurham

大学へ行った時，また1841年に懐かしのAlfoxden，Tintern等を訪れた時にもMissFenwickが同

行したのである。

WordsworthとMissFenwickの最初の出会いの時期についてはいくつかの説がある。MaryMoor‐

ｍａｎはWordsworthの伝記の中で，“…sheappearstohavevisitedRydalMountinl833，with

KateSouthey.”と述べ，更にその箇所の脚注で，“Ｄ､Wmentionsherinherjournal,ascallingon

Julyl8thand，withSoutheyandKate,ｄｉｎｉｎｇａｔＲｙｄａｌＭｏｕｎｔｏｎＪｕｌｙ２０ｔｈｌ８33.,,と説明してい

ろ｡8)RydalMountはWordsworthが1813年５月から彼の半生の住み家としたところである。

HunterDaviesは1980年に出版したＷ［"ｉａｍＷｂ伽ｍｏｒｒｈ:ABiogrqP/ｂｙの中で，“Theyfirstmet

intheearlyl830s，whenWordsworthwassixty-fiveandMissFenwickwasaboutfifty・Ｓｈｅ

ｃａｍｅａｃｒｏｓｓｆｒｏｍＧｒｅｔａＨａｌｌｆｏｒｄinneronenight，withSoutheyandhisdaughterKate.，'4）と

書いているが，Wordsworthが65才の時は1835年に当たり，これが‘earlyl830s，というのは矛盾す

る。しかし，MissFenwickが50才の頃（1833年頃）という点と，Southey父娘がRydalMountで

食事をしたという点はMoormanの説と一致するので，おそらくDaviesも1833年説をとっているので

あろう。

一方，AlaｎＧ．Ｈｉｌｌは，“Ｗ､Ｗ､ｈａｄｍｅｔＭｉｓｓＦｅｎｗｉｃｋｂｙｌ８３０，ifnotearlier,forHenryTay‐

lorbroughthertoRydaltowardstheｅｎｄｏｆｔｈａｔｙｅａｒ,…''5）と述べている。この記述はGras‐

ｍｅｒｅにあるWordsworthLibraryのRyq/αノＭｏ"〃/ＶＭＣ河ＢＯＯんに基づいているのであるが，１８３０

年の末にはWordsworthはRydalMountに居なかった。彼は11月１日より翌年の４月末にかけて

Coleorton，Cambridge,London等に滞在していたのである｡6）故に，もしTaylorが11月又は12月

にMissFenwickをRydalへ連れて来たとしてもWordsworthには会えなかったはずである。しか

し，‘towardstheendofthatyear，が10月を意味するならば，この推測は当らないだろう。ただ

し，Wordsworthは10月はずっとRydalに居たのではなく，正確な日数はわからないが，２３日に

Rydalに戻るまでWhitehavenを訪れていたのである｡7）Hillは先程引用した箇所のすぐ後で，

"…accordingtoDW.，ＳＭＳ・JournalshereturnedwithMr・ａｎｄMrs・GeorgeTayloron2

Augl831,whileHenryTaylorwasalsovisitingtheLakes.”と説明していろ。1831年の８月２日

は，Ｈｉｌｌが編集したWordsworth兄妹の書簡集の発信地から判断すると，WordsworthはRydal

に居た可能'性が大きいのである｡8）

以上３人の説を比較検討してみろと，Ｈｉｌｌの1830年説が，最初の出会いとしての真実性が最も強く，

Moorman及びDaviesの1833年説は誤りであろう。9）ただし，Ｈｉｌｌの1830年説は前述した通り，

MissFenwickがRydalを訪れたとしてもWordsworthに会えなかった可能I性が大きいので，結局，

1831年８月に２人の初めての出会いがあったと考えるのが妥当であろう。

1831年頃のWordsworthは61才という年齢であったが，身体的には時折眼が疲れやすくなることを

除けばおおむね健康であった。生来の旅行好き（放浪癖）は一向に衰えず，９月から10月にかけて娘

Doraと共にScotlandにSirWalterScottを訪ねていろ。その時，Scottの案内でYarrow川を訪

れ，Yarrou)ＨＵＭ６ｺという詩を書いた。旅から帰った直後の10月19日BasilMontaguに宛てた手紙

の中で，“－travellingagreeswithmewonderfully….Ｉｆｉｎｄｎｏｔｈｉｎｇｓｏｆｅｅｄｉｎｇｔｏｍｙｍｉｎｄ

ａschangeofscene,andramblingabout;…''10)と述べ，彼にとって旅行がいかに重要な意味を持っ

ているかを主張していろ。

しかし，精神的には幾多の苦痛の種があったのである。特に衝撃的なできごとは，１８２９年詩人
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としてのWordsworthにとって最も重要なcompanionであった妹Dorothyが急病で倒れたことであ

ろう。一旦は回復したかにみえたが，1831年の蟇に病気が再発し，歩行困難となり，あの楽しかった

兄との散歩も思うようにならなくなり，若い頃のような２人の一体感は薄れていった。また，１８３０

年代にWordsworthは大切な友人を相次いで失っていろ。1830年にはWilliamHazlittが，1832年に

は前年訪れたばかりのScottが，1834年にはＳＴ､ColeridgeとCharlesLambが，そして１８３５

年にはSaraHutchinsonが他界したのである。最愛の娘Ｄｏｒａの健康状態もすぐれず，父親を大いに

悩ませたようだ。このようにWordsworthの精神状態が不安定な時，即ち1830年代の中頃からMiss

FenwickとWordsworth家との交際が本格的に始まる。11）

2．MissFenwickのWordsworth観

Wordsworthに初めて会った時のMissFenwickの感激は次の手紙の一節から充分窺えろ。－

"ＩｔｈｉｎｋＩｓａｉｄｔｏｙｏｕｔｈｅｎ，Ｉｗｏｕｌｄｂｅｃｏｎｔｅｎｔｔｏｂｅａｓｅｒｖａｎｔｉｎｔｈｅｈｏｕｓｅｔｏｈｅａｒｈｉｓｗｉｓ‐

dom､''12）この出会いは２人の生涯を通じて最も画期的なできごとの１つと言っても過言ではない。

1839年１月４日HenryTaylor宛の手紙でMissFenwickは，“Whatstrangeworkingsarethere

inhisgreatmind，andhowfearfullystrongareallhisfeelingsandaffections1Ifhisintellect

hadbeenlesspowerfultheymusthavedestroyedhimlongago;…''18）と述べ，Wordsworthの

精神力の強さ，そしてそれに優る豊かな知性に驚嘆している。だからといって，彼女はWordsworth

を盲目的に敬愛したのではなく，彼の性格的な欠点をもよく知っていた｡'4)しかし，彼の性格的な長

所，詩的天才に対する敬意は常に変わらなかったようである。

彼女はしばしばRydalを訪れ，時には３ケ月も滞在することがあった。当時Wordsworthを訪れ

る友人，知人の中にはこのように長期にわたって滞在する人は，かなりいたようである。特にWords‐

worthの名声が高くなってからは来客も増えた。1848年８月２日，MaryWordsworthはMissFen‐

ｗｉｃｋに宛てて次のように書いていろ。

…myhusbandandIarealone,atleastat6reaMzsr-soonafterwardswemaylook

forTourists，ｗｈｏｂｙｈｏｏｋｏｒｂｙｃｒｏｏｋｍａｋｅｔｈｅｉｒｗａｙｔｏｕｓ・Ｉｔｓｅｅｍｓｔｏｍｅａｓｉｆ

Ａｍｅｒｉｃａｈａｄｂｒｏｋｅnloose，ｓｏmany，especiallyfromNewYork，ｏｆｔｈａｔｃｏｕｎｔｒｙｍａｋｅ

ｔｈｅｉｒｗａｙｔｏｔｈｅＰｏｅｔ－ｆｏｒｍｙｐａｒｔｌｓｅｅｆｅｗｏｆｔｈｅｍ－ｂｕtmydearhusband

receivesallstrangerscordially-andｉｔｄｏｅｓｈｉｍｇｏｏｄｔｏｔａｌｋｔｏｔｈｅｍ､15）

RydalMountはすでに湖水地方の－観光地になっていたのである。見ず知らずの人々が遠くから自分

に会いに来てくれることはWordsworthにとって嬉しいことであったに違いない。しかし，１日に３０

人近い訪問客がある時には，彼らを避ける為にしばしばMissFenwickの住むAmblesideへ歩いて

行ったらしい。このことはMissFenwickを大いに喜ばせた｡16）同じAmblesideに1842年以来住ん

でいた小説家のHarrietMartineauは２人の様子を観察して，RobinＳｏｎに，“－hegoeseveryday

toMissFenwick（healwaysneedssomedailyobject）sheistheworthiestpossible，givesher

asmackingkiss,＆ｓｉｔｓｄｏｗｎｂｅｆｏｒｅｈｅｒｆｉｒｅｔｏｏｐｅｎｈｉｓmind－，，１７)と報告していろ。やや誇

張しているように思えるが，このことから，MissFenwickがWordsworthにとって心を開いて話す

ことのできる友人の１人であったと断言できよう。

1840年Wordsworthの70才の誕生日を祝ってMissFenwickはドイツ製のかっこう時計（cuckoo

clock）をプレゼントした。かっこうはWordsworthの好きな鳥であり，Ｔｏ/ＡｅＣ"Ｃｈｏｏという詩

の中で，かっこうを‘darlingoftheSpring，‘blessedBird，と呼び，少年時代の彼にとっては，

`ａhope’であり‘ａlove’であった。ちょうど70才の誕生日にWordsworthはＴ/ieQJcAoo-C/oc虎と
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いう詩を書き，その中で，眠れない夜この時計の優しい時報が心老などませてくれろと書いていろ。

そしてこの詩につけられた１．Ｆ・noteの中で，この時計が親しい友（MissFenwickの名前は書いてい

ない）による贈り物であり，その友がこのnotesを書いたと語っていろ。

またMissFenwickはWordsworthの７３才の誕生日を祝って120人あまりの村の子供達をRydal

Mountに招待し，祝宴を催していろ。翌年74才の誕生日を祝って更に大規模なパーティーを企画した。

４月７日ＭａｒｙはRobinsonに宛てて，“…onTuesdaynextourgoodFriendistoｍａｋｅｓｏｍｅ３,or

400SchoolChildrenhappyingiviｎｇａｆｅｔｅａｔＲｙｄａｌＭｔｔｏｃｅｌｅｂｒａｔｅｔｈｅLaureat，s74thbirth

day・''18)と述べていろ。‘ourgoodFriend’はもちろんMissFenwickを指す。このような誕生日の祝

い方は，Wordsworthに対する真の友!清の表われであり，子供好きの彼を喜ばせたことは容易に推測

できろ。

1847年最愛の娘Ｄｏｒａの死はWordsworthに精神的に大きな打撃を与えた。このことはMiss

Fenwickの目にも映り，1849年６月彼女は，“IseenodifferenceinMrs・Wordsworth；ｂｕｔｈｉｓ

[i､ｅ・Wordsworth，Ｓ］darkermoodsaremorefrequent，ｔｈｏｕｇｈａｔｏｔｈｅｒｔｉｍｅｓｈｅｉｓａｓｓｔｒｏｎｇ

andasbrightasever…”19)と述べている。そして1850年４月，Wordsworthの計報に接した彼女

はこの世での使命を果たした詩人を次のように讃えていろ。

Ｈｅｄｉｄｔｈｅｗｏｒｋｈｅｈａｄｔｏｄｏｉｎｔｈｉｓｗｏｒldnobly・Ｈｉｓｌａｓｔｙｅａｒｓｗｅｒｅｇｉｖｅｎｆｏｒｔｈｅ

ｇｏｏｄｏｆｈｉｓｏｗｎｓｏｕＬＩａｍａｎｘｉｏｕｓｔｏｂｅｗｉｔhmybelovedMrs､Wordsworth2o）

Wordsworthの死後もMissFenwickとWordsworth家とのつながりは続く。即ち，MissFen‐

ｗｉｃｋはＭａｒｙにとって大きな心の支えとなるのである。

３．WordsworthのMissFenwick観

WordsworthのMissFenwick観は，1840年に書かれた２つのソネット（Ｏ〃αＰorかαｉｔ。〃.Ｆ・

Pα〃ｅｄ６ｙＭｚｒｇａｒｅ/Ｇ川Cs，Ｔ０１．Ｆ.）と1839年から1840年にかけて書かれたといわれるもう１つの

無題のソネットに凝縮されていろ。ここではＴ０１．Ｆ、に注目したい。このソネットは1840年２月

RydalMountで書かれ，1851年に甥のChristopherWordsworthによるＭc,ＭｒｓがＭ"ｉａｍ

Ｗｍ/SmorrAの中で初めて紹介された。

ＴＯＩＦ

ＴＨＥｓｔａｒｗｈｉｃｈｃｏｍｅｓａｔｃｌｏｓｅｏｆｄａｙtoshine

Moreheavenlybrightthanwhenitleadsthemorn

IsFriendship'ｓｅｍｂｌｅｍ，whethertheforlorn

Shevisiteth，ｏｒ，sheddinglightbenign

ThroughshadesthatsolemnizeLife，scalmdecline，

Dothmakethehappyhappier、Thishavewe

Learnt,IsabeLfromthysociety,

Whichnowwetoounwillinglyresign

Thoughforbriefabsence・ButfarewelUthepage

Glimmersbeforemysightthroughthankfultears，

Suchasstartforth，notseldomtoapprove

Ourtruth，ｗｈｅｎｗｅ，oldyetunchilrdbyage，

Callthee，thouｇｈｋｎｏｗｎｂｕｔｆｏｒａｆｅｗｆｌｅｅｔｙｅａｒｓ，

Theheart-affiancedsisterofｏｕｒlove！
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１行目の‘thestar'はMissFenwickを象徴し，‘ａｔｃｌｏｓｅｏｆｄａｙ'はWordsworthの晩年を意味す

る。即ち，彼女がやや沈みがちな詩人の日々に希望に満ちた輝かしい光を投げかけるのである。その

ような輝く光を持つ星は偉大な力を持ち，「幸福な者をより幸福にする」（makethehappyhappier）

のである。MissFenwickと過ごす時間はあっという間に過ぎろ。彼女のことを`Theheart-affianced

sisterofourlove，と呼ぶ時，詩人の目に喜びの涙があふれろ。Wordsworth家の者にとってこれ以

上の友はなかったであろう。Christopherが言うように，WordsworthのMissFenwickに対する深

い愛Ｉ盾はこのソネットの中に`gracefullyandsweetly，に表現されていろ｡21）

次に日常生活でWordsworthがMissFenwickをいかに慕い，信頼し，大切にしていたかを考え

てみたい。まずWordsworthがMissFenwickに宛てた数多くの手紙の末語に注目しよう。その主

なものは，‘mypreciousfriend'，‘myexcellentfriend'，‘mybelovedfriend，，‘myveryverydear

friend，，‘mostdearfriend，，‘yourdevotedrfriend'，‘heart-sister’である。WordsworthがMiss

Fenwick以外の友人にこのような親しい表現を使っている例が少ないことからWordsworthにとっ

て彼女がいかに大切な友であったかがわかる。このことを証明する他の例として，1836年１月Words‐

worthが孫Williamの名付け親（godmother）になってくれるようMissFenwickに依頼したこと

が挙げられろ。そしてその依頼の理由として，“Ihavethereforeturnedmythoughtsｔｏｙｏｕａｓｉｎ

ｔｈｅｆｉｒｓｔｒａｎｋｏｆｔｈｏｓｅｗｈomweloveandesteem''22)と述べていろ。なお他の２人の‘godfathers’

は，数学者でDublinのTrinityCollegeの天文学教授であったWilliamRowanHamiltonと詩人

のRobertSoutheyであった｡28）

1836年11月４日，数ケ月先の大陸旅行に出かける直前のLondon滞在に思いを馳せるWordsworth

はTaylorに宛てて，“ThepleasureofbeingwithMissFenwickandyouduringmyshortstay

inLondonwillbeoneofmygreatinducementstoleavehome・''24)と述べ，更に12月19日同じく

Taylorに，“…saytoMissFenwick,withourjointlovethatunderanycircumstancesltrust

Ishallseeher，ｅｉｔｈｅｒｉｎＬｏｎｄｏｎｏｒａｔｈｅｒｏｗｎｈｏｍｅ，ｉｎｔｈｅｃｏｕｒｓｅｏｆｔｈｅｓｐｒｌｎｇ．、’'25）と述べて

いる。いずれもMissFenwickに会いたい気持がよく表われている箇所である。

現在RydalMountには３つのterraceがある。‘slopingterrace，，‘farterrace，そして‘levelter・

race'である。‘levelterrace’はWordsworthがMissFenwickのために作ったものである｡26)この

terraceは平坦なので晩年のWordsworthにとって歩きやすく，お気に入りの場所であった。また，

MissFenwickにいつもそばにいてほしいという気持から，Wordsworthは1844年RydalMountの

すぐ下の‘Dora，sField，として知られている土地にMissFenwickの家を建てようと計画した。７月

17日MissFenwickに宛てた手紙で，“ＭａｒｙlaughsatmyfrequentvisitstotheSitewehave

fixeduponandindeeditisastrongobjectofattractiontome，veryshelteredandeasyof

access，ａｎｄｗｈｅｎｐａｒｔｏｆｔｈｅｒｏｃｋｄｏｗｎｗｈｉｃｈｔhestepsleadshallbequarriedout，theHouse

willcommandapleasingviｅｗｔｏｗａｒｄｓｔｈｅＣｈｕｒｃｈａｎｄｔｈｅｆｅｌｌｓａｓｗｅｌｌａｓｔｈebeautifulone

ofRydallake.，'27）と述べているようにWordsworthはこの計画に大変熱心であった。しかし，結局，

地主の許可が得られず，この計画は実現しなかった。しかしながら，その後もMissFenwickのため

の家捜しは精力的に続けられたのである。

1844年９月19日の手紙には，WordsworthのMissFenwickに対する謙虚な態度が見られろ。７４才

に達した詩人の嘆きは，“…thespiritualityofmyNaturedoesnotexpandandrisethenearer

Iapproachthegrave,asyoursdoes,…''であり，かってほどの読書に対する興味もなくなり，“…Ｉ

ｆｅｅｌｔｈａｔｌａｍｂｅｃｏｍｉｎｇｄａｉｌｙａｍｕchlessinstructiveCompaniontoothers.－Excusethis

Egotism，IfeelitnecessarytoyourunderstaｎｄｉｎｇｗｈａｔＩａｍ，ａｎｄｈｏｗｌｉｔｔｌｅｙｏｕｗｏｕｌｄｇａｉｎ

ｂｙｈａｂｉtualintercoursewithme，howevergreatlyImightbenefitfromintercoursewithyou.，，
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と述ぺていろ｡28)しかし，そう言いながらも現実としては彼女との交際を続けることになるのである。

このような謙虚な言葉が使われた背景には，もちろん老齢という身体的な原因はあったであろうが，

その他に妹Dorothyの病状が一向に良くならないことや，娘Ｄｏｒａの病弱など精神的な原因もあっ

たように思われろ。

以上のことから，WordsworthにとってMissFenwickがいかに大切な人物であったかがわかる。

Quillinanが感じたように，“…Ｉｄｏｎｏｔｔｈｉｎｋｔｈｅｙ［Ｌｅ・Ｍｒ・ａｎｄMrs・Wordsworth］cannow

liveatperfecteasewithoutｈｅｒ［i・eMissFenwick]・''29）だったのである。

4．様々なMissFenwick像

次にWordsworth以外の人々がMissFenwickをどのように評価していたかを考察したい。Words‐

worth家の中でWordsworthと同じ位MissFenwickと親しく交際したＭａｒｙは，“ButOwhat

ablessingtopossesssuchaheavenlymindasiseveryours1''30）と述べていろ。‘heavenlymind，

とはまさに最高の讃辞といえよう。

Wordsworthの娘Ｄｏｒａと結婚したQuillinanは，“…neverwassuchanadmirablewoman・''81）

と述べ，また，“Ｓｈｅｉｓａ/7Ｗ”・Ｔｈｅｒｅｉｓｍｏｒｅｓｏｌｉｄｓｅｎｓｅｉｎｕｎｉｏｎｗｉthgenuinegoodnessin

herthangoestothecompositionofanyhundred＆fiftygood＆sensiblepersonsofeveryday

’'32）と彼女を絶讃していろ。更に，MissFenwickに対し，‘heavenly-minded，というｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅ、

形容詞を使っていろ｡33）QUillinanがこのように称讃するの'よ，ある意味では当然のことなのである。

というのは，MissFenwickはWordsworth夫妻と同じ位Ｄｏｒａと親しく接していた。そして，Ｄｏｒａ

とQuillinanとの結婚に大反対していたWordsworthを根気よく説得したのは，他ならぬMissFen‐

ｗｉｃｋだったのである。MissFenwickがいなければ，２人は結婚できなかったと言っても過言ではな

い。２人は1841年MissFenwickの住んでいたＢａｔｈで結婚式を挙げた。故に，QuillinanがMiss

Fenwickを称讃するのは当然だと言えよう。しかし，このことが称讃の理由の１つにしかすぎないこ

とは以下の他の人々のMissFenwick像から明らかであろう。

RobinsonはMissFenwickのことを‘anexcellentlady'’34）‘averysensible＆gentlewomanly

ladyoffortune'’35）‘anadmirableperson'’36）‘Aladyuniversallybelovedfortherareunionof

thewarmestreligionwithperfectliberality'’37）‘awomanofremarkableintelligenceandbenig‐

nitycombined'’88)`anadmirablecompanion'89）等と評していろ。

ＳＴ・Coleridgeの娘Ｓａｒａは1846年ＡｕｂｒｅｙｄｅＶｅｒｅに宛てた手紙でMissFenwickを高く評価し，

"Ｈｅｒｒｎｉｎｄｉｓｓｕｃｈａｎｏｂｌｅｃｏｍｐｏｕｎｄｏｆheart＆intelligence，ofspiritualfeeling＆themost

perfectfeminineness….Amoregenerous＆atendererheartlneverknew・''40）と述べ，彼女

の知性，優しさを讃美していろ。

次に３人のWordsworthの伝記作者のMissFenwick観に注目したい。Harperは，“Herswasan

eTlthusiastic，lovingnature，readilyexalted，capableofbeingdeeplydepressed，andconstantly

movedwithreligiousfeeling・''41)と説明し，更に，“Ｓｈｅｓｅｅｍｓｔｏｈａｖｅｈａｄ,infullmeasure，the

giftofconsolationandencouragementforthosewhomsheloved・''42）と付け加え，MissFenwick

の豊かな感受性，宗教心，並びに包容力を強調していろ。しかし同時に，彼女のことを，‘estimable，

butoverexcitablelady'’43）‘aperfervidandcreduloushero-worshipper'44）とやや批判的な見方も

していろ。

Ｍｏｏ１ｍａｎはMissFenwickを次のように評していろ。

Ｗｅｌｌreadwithoutbeingablue-stocking；religiouswithoutbeingsentimentalorbigoted；

vivacious，warm-hearted，ａｎｄsensible，ｓｈｅｗａｓｏｎｅｏｆｔｈｏｓｅｂｅｉｎｇｓｗｈｏｓｅｅｍｉdeally
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ｆｉｔｔｅｄｔｏｂｅｔｈｅｆｒｉｅｎｄａｎｄａｄｖｉｓｅｒｏffamilies、Wordsworth，ｉｎｔｈｅｌａｓｔｄｏｚｅｎｙｅａｒｓｏｒ

ｓｏｏｆｈｉｓlife,ｂｅｃａｍｅｄｅｖｏｔｅｄｔｏｈｅｒａｎｄｉｎｍａｎｙｒｅｓpectsdependentonherjudge＿

ment､４５）

前半では彼女の多様な長所を，後半では彼女のWordsworthに対する多大な影響力を指摘していろ。

Daviesは，“MissFenwickwaswellread,somethingofanintellectual（thoughshehadno

literaryPretensionsherself)，generous,warm-heartedandofaliberalinclination''46）と述べ，や

はり彼女の知性，寛大さを指摘していろ。

以上の如く，MissFenwickに対する見方にはほぼ共通したものがあり，知性，人格共に豊かな人

間像が浮かび上ってくる。MissMargaretGilliesによって描かれたMissFenwickの肖像画47)を見

ろと,その表情から彼女の豊かな知'性を窺い知ることができる。Wordsworthはこの肖像画について

のソネットを書いており，その中で，「編んだ髪」は‘majesty，を，「唇」は`meekness，を示し，そ

の「目」の中に人々は‘Earth，spurestlightHeavenopensuponme，を見ろなどと詩人らしい想像

力豊かな観察をしていろ｡48）

５．１．F･notesとMissFenwickの死

冒頭で述べたように，Wordsworthの詩を理解する上でＩＦ・notesは大変貴重なものである。Ede

Selincourtによれば，1843年MissFenwickに口述されてできたこのnotesの元の原稿は残っていな

いが，その後QuillinanとＤｏｒａが書き写したものが残っていろ。２人はその年の８月に書き終えて

いろ。ＩＦ・notesに関して重要なことは，これがWordsworthの希望でできあがったのではなく，

MissFenwickの要請によって口述されたということである。このことは彼女のWordsworthに対す

る熱い友情だけでなく，彼の詩に対する深い尊敬の気持を示していろと言えよう。

このＩＦ・notesはＤｏｒａに献げられたものだが，彼女が1847年に永眠した時にはまだMissFenwick

が所持していた。しかしその後Ｄｏｒａの夫Quillinanに手渡された。そこでWordsworthの死後，

Quillinanが彼の伝記を書くだろうと思われていたが，Ｄｏｒａが亡くなった1847年，Wordsworth夫妻

は甥のChristopherに伝記を書く許可を与えていた。これはＭａｒｙの進言によるものであり，Words‐

worthはChristopherが'忙しいだろうと思って依頼することについては消極的だった。しかしＭａｒｙ

がChristopherに依頼して合意されたのである。こういう結果になった直接の理由として，Ｄｏｒａの

死後QuillinanとWordsworth夫妻の間に起きた小さな不和が考えられろ。Robinsonによれば，妻

の死後，慰めを必要としていたQuillinanの所へWordsworthが訪ねて行かなかった。そしてそのこ

とがQuillinanを'憤慨させたということである。MissFenwickはQuillinanのこうした短気な性格

を嘆いて，“Ｍｒ､Quillinanbutforthatro"cAi"esswhichwelamentinhim-mighthavｅｂｅｅｎ

ｔｈｅｍｏｓｔＭ腕Jfriend＆thegreatestcomfortbothtoMr．＆MrSWordsworthcouldhave

had､''49)と述べていろ。またMary8Quillinanのそうした'性格を嫌って，“…heiseasilyoffend‐

ｅｄ''50)とMissFenwickに語っていろ。しかし，この不和もRobinsonの尽力によって1848年の初

めには解消していた。

そして1850年４月30日，Wordsworthの死後１週間だってQuillinanは初めて伝記に関するChris‐

topherとWordsworthとの間の合意書を見せられた。彼にとってはつらいことだったに違いない。

しかしながら彼はWordsworthの要請通り，ChristopherにＬＦ・notesを提供することにした。５

月21日，Robinsonに宛てた手紙でQuillinanは，“Ｔｈｅｒｅｉｓｎｏｄｏｕｂｔｔｈａｔｙｏｕ＆Ibothknew

Wordsworthmuchbetterthanhisnephewknewhim：ｂｕｔｉｎｓｏｍｅｒｅｓｐｅｃｔｓｈｅｉｓｑｕｉｔｅｔｈｅ

ｐroperman;…''51）と述べ，自分がWordsworthの伝記を書かせてもらえなかったことに対する〈
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やしさを漏らしていろ。

1851年，ChristopherによるノW7zoirsq／Ｗﾉﾉﾉｶﾞα'7ｚＷｍ/Smorthが出版された。Ｍａｒｙはその出来

ばえに満足していた。しかし，Robinsonは，“Ｉａｍｇｌａｄｔｏｆｉｎｄｔｈａｔｅｖｅｎｓｈｅ［MissFenwick］ｉｓ

ｎｏｔｐｌｅａｓｅｄｗｉｔｈｔｈｅＭｅｍｏｉｒｏｆｈｅｒfriendthepoet-''52）と述べているように，MissFenwick

と共にその作品に対して批判的だった。MissFenwickはその作品の執筆期間の短かったことを指摘

し，“Iｔｗａｓｗｒｉｔｔｅｎｉｎｆａｒｔｏｏｇｒｅａｔａｈｕｒｒｙ・Ｔｈｅｏｒｉｇｉｎａｌｉｄｅａｏｆｉｔｗａｓｇｏｏｄ；ｂｕｔｔｉｍｅ

ｗａｓｗａｎｔｉｎｇｔｏｓｅｌｅｃｔｈｉｓｍａterialsandcondense・Ａｆｅｗｙｅａｒｓｈｅｎｃｅａｂｅｔｔｅｒｌｉｆｅｍａｙｂｅ

written､''58)と述べていろ。Mel7zojrM/・Ｍｊ/iamWomdsmorｵﾉｉはDarbishireも言っているように,あ

まり出来ばえはよくない。これは今日の一般的な評価である。もし，少なくともChristopherよりも

長い期間Wordsworthと親しく交際したQuillinan或いはMissFenwickが執筆していたとすれば，

/W7zo/γＭ／ＷＭａｍＷｏＭｍｏｒｵﾉｾとはかなり異った伝記が生まれていたことであろう。

１．Ｆ､notesは結局Christopherが伝記完成後，Quillinanに返したと推測されるが，Quillinanは

1851年７月に急死しており，この点に関しては別の機会にゆずりたい。

Harperの".．、the‘Fenwicknotes,，orexplanationsofhispoemsdictatｅｄｔｏｈｅｒｂｙＷｏｒｄｓ‐

worthinl843,shouldnotbetoounquestioninglydependedupon・''54）という警告はあるものの，

LEnotesはWordsworthの詩に関する貴重な資料を提供してくれるという点で，その存在価値は大

きい。

1855年Dorothyが長い療養生活の後他界した。そして1856年12月，MissFenwickはMortlake

にあったTaylorの家で73才の生涯を終えた。LordMonteagleは彼女の最期を，“Ｉｔｗａｓｃａｌｍ＆

resignedasallherlifehadbeen、Ｓｈｅｈａｓｌｅｆｔｆｅｗｌａｒｇｅｒ＆ｎｏｂｌｅｒｈｅａｒｔｓｏｎｔｈｅｆａｃｅｏｆｔｈｉｓ

ｗｏｒｌｄｏｆｏｕｒｓ・''55)と説明し，彼女の豊かな心を讃えていろ。ＡｕｂｒｅｙｄｅＶｅｒｅはTaylorからMiss

Fenwickの死の報告を受けて，“Ｉｓｈａｌｌｅｖｅｒｒｅｍｅｍｂｅｒｈｅｒａｓｏｎｅｏｆｔｈenoblestandmostgreat-

heartedbeingslhavebeenpelmittedtoknow・''56）とやはり彼女の気高い心を強調していろ。ま

た，TaylorはMissFenwickを失った時，Wordsworthを失った時と同じような気持になったと述

べ，更に，“Ｉｆｅｌｔｔｈａｔｉｔｗａｓｔｉｍｅｓｈｅｓｈｏｕｌｄｒｅｃeiveelsewheretherewardofalifeofloveand

beneficenceasnearlydivｉｎｅａｓａｎｙｌｉｆｅｕｐｏｎｅａｒｔｈｔｈａｔＩｈａｖｅｋｎｏｗｎｏｒｈｅａｒｄｏｆｏｒｂｅｅｎ

ｃａｐａｂｌｅｏｆｃoncelvmg．．．”57)と告白していろ。この‘lifeofloveandbeneficence’こそMissFenwick

の生涯を端的に表していろと言えよう。

むすび

この小論ではWordsworthとMissFenwickとの関わりに焦点を当て，お互いの存在がいかに大

きな意味を持っていたかを考察してきた。MissFenwickにとってWordsworthは偉大な詩人であ

り，良き話し相手であり，また兄のような存在でもあった。－万WordsworthにとってMissFen‐

ｗｉｃｋは彼の詩の良き理解者であり，良き話し相手であり，また妹のような存在でもあった。２人は遠

く離れている時は互いに手紙の相手となり，一緒にいる時は家族同様であった。筆者にはMissFen‐

ｗｉｃｋはDorothyの後継者のように思える。Wordsworthの青年及び壮年時代にDorothyが果した

役割を，晩年にはMissFenwickが担ったのである。すばらしい妻,妹，友人に恵まれたWordsworth

は実に幸福な人間であったと言えよう。

〔付記〕本研究は昭和56年度大阪産業大学特別研究費の補助を受けて行われたものである。ここに謝

意を表する。
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